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【概要】 

肝細胞がん(hepatocellular carcinoma，HCC)とは肝臓に発生する悪性腫瘍で、原発性肝がん

の一種である。これまでの研究から、肝がんの発生要因は肝炎ウイルスの持続感染であるこ

とが明らかになっている。日本では、肝細胞がん（HCC）の約 60％が C 型肝炎ウイルス

（HCV）、約 15％が B 型肝炎ウイルス（HBV）感染が原因とされている。したがって、C 型

肝炎の患者は HCC のリスクが高いといえる。 

一⽅で、肝がんの診断については、議論が続いている。現在、肝細胞がんの診断は、通常、

画像診断とバイオマーカー検査を組み合わせて⾏われている。しかし、AFP は肝細胞がん

の診断に最もよく⽤いられる臨床⾎清学的指標であり、その感度、特異性は理想的ではない。

診断の精度を高めるためには、複数のバイオマーカーを組み合わせる必要がある。機械学習

は、コンピュータサイエンスと数学を組み合わせ、予測の精度を最大限に高めることができ

る。本研究では、機械学習を⽤いた C 型肝炎患者の肝細胞がんの予測モデルを構築し、構

築した予測モデルの予測効果を評価する。 
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